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「輸入原材料チェック票」の活用について 

 

 平素より食品安全行政へのご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

 さて、原材料受入時に点検を行うことは食品衛生法施行条例に定めているところですが、

輸入食品への不安の増大を受け、受入体制の一助として別紙のとおり「輸入原材料チェック

票」を作成しました。 

つきましては、下記の事項に留意のうえご活用願います。 

 なお、来年度からは、保健所職員が立入検査を行った際には、本チェック票の活用状況の

確認を行ってまいりますので、御承知願います。 

 

記 

 

１ すでに自社で使用している輸入食品を含めた原材料受入時のチェック票がある場合、送 

付したチェック票の内容が網羅されているかを確認のうえ、自社のチェック票を修正し活 

用お願いします。 

２ チェック票は、賞味期限等に応じた合理的な期間保存してください。 

３ 製造記録と連動するよう、原材料のロット番号等を確実に明記してください。 

４ チェック票の項目以外にもチェックすべき項目があれば、その項目を盛り込んで活用し

てください。 

５ 使用する輸入原材料全てについてチェックを行ってください。 

６ 各事業所により、チェック体制は異なると思われますので、適宜チェック担当者、製造 

 課長、食品衛生責任者等のチェック欄を設けるなどの方法により組織での確認を行ってく

ださい。 
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